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木
曽
郡
木
曽
町
開
田
高
原
で
は
、
昭
和

四
十
四
年
に
木
曽
馬
保
存
会
が
設
立
さ
れ
、
一

時
絶
滅
寸
前
で
あ
っ
た「
木
曽
馬
」の
飼
育
・
保

存
に
取
り
組
み
、
現
在
で
は
百
六
十
頭
程
度
ま

で
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

木
曽
郡
木
曽
町
開
田
高
原
に
あ
る
「
木
曽
馬

の
里
・
乗
馬
セ
ン
タ
ー
」
に
は
、
約
三
十
頭
が

飼
育
さ
れ
、
乗
馬
体
験
な
ど
観
光
客
の
人
気
を

集
め
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
馬
搬（
ば
は
ん
）を
復
活
さ
せ
よ
う

と
す
る
試
み
が
始
ま
り
、
木
曽
馬
が
運
ん
だ
木

材
を
使
っ
た
木
製
品
を
作
る
な
ど
、
木
材
産
地

な
ら
で
は
の
文
化
と
木
曽
馬
保
存
に
対
す
る
関

心
を
高
め
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
方
法

［
公
共
交
通
機
関
］

　
Ｊ
Ｒ
中
央
西
線
木
曽
福
島
駅
よ
り
、
お
ん
た

け
交
通
バ
ス
で
約
三
〇
分

［
自
家
用
車
］

　

中
央
自
動
車
道
中
津
川
Ｉ
Ｃ
～
国
道
十
九
号

線
経
由
約
一
時
間
三
〇
分
、
長
野
自
動
車
道
塩

尻
Ｉ
Ｃ
～
国
道
十
九
号
線
経
由
約
五
○
分

◇
へ
ぎ
板

　

へ
ぎ
板
は
木
の
繊
維
を
壊
さ
ず
、
削
ら
ず
に

手
で
割
っ
て
、
厚
さ
一
ミ
リ
以
下
ま
で
薄
く
し

て
作
ら
れ
る
板
で
す
。
年
が
経
つ
に
つ
れ
艶
が

で
て
き
ま
す
。

　

数
百
年
生
の
天
然
木
で
目
が
つ
ま
っ
た
も
の

で
な
い
と
、
へ
ぎ
板
を
作
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
木
曽
は
ヒ
ノ
キ
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

黒
部（
く
ろ
べ
）別
名
ネ
ズ
コ
、
サ
ワ
ラ
と
粘
り

の
あ
る
良
い
木
が
あ
り
、
こ
れ
が
ヘ
ギ
板
に
は

一
番
の
適
材
で
す
。

　

こ
の
技
術
は
、
古
く
か
ら
茶
室
な
ど
の
室
内

装
飾
に
用
い
ら
れ
て
き
た
伝
統
的
な
技
術
で
す

が
、
機
械
の
普
及
な
ど
も
あ
り
、
今
で
は
木
曽

谷
で
ヘ
ギ
板
を
作
れ
る
の
は
二
人
の
職
人
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

木
や
竹
を
編
ん
で
ゆ
く「
網
代
細
工（
あ
じ
ろ

ざ
い
く
）」
は
各
地
に
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
本
の
丸
太
か
ら「
へ
ぎ
板
」を
作
製
し
、
細
工

に
よ
っ
て
天
井
や
衝
立
等
の
完
成
品
に
至
る
ま

で
の
技
術
を
持
つ
職
人
さ
ん
は
、
今
や
国
内
で

長
野
県
木
曽
郡
上
松
町「
小
林
ヘ
ギ
板
店
」の
小

林
鶴
三
さ
ん
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
小
林
さ
ん

は
林
野
庁
の「
日
本　

森
の
名
手
・
名
人
」に
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
方
法

［
公
共
交
通
機
関
］

　
Ｊ
Ｒ
中
央
西
線
上
松
駅
下
車

［
自
家
用
車
］

　

中
央
自
動
車
道
中
津
川
Ｉ
Ｃ
～
国
道
十
九
号

線
経
由
約
一
時
間
、
長
野
自
動
車
道
塩
尻
Ｉ
Ｃ

～
国
道
十
九
号
線
経
由
約
五
〇
分

◇
木
曽
馬
（
き
そ
う
ま
）

　

平
成
二
十
六
年
の
干
支
で
あ
る
馬
に
ち
な
み

「
木
曽
馬
」を
紹
介
し
ま
す
。

　

木
曽
馬
は
長
野
県
木
曽
地
域（
木
曽
郡
）を
中

心
に
飼
育
さ
れ
て
い
る
日
本
在
来
種
の
馬
で
、

本
州
で
は
唯
一
の
在
来
種
で
す
。

　

昭
和
三
十
年
代
頃
ま
で
農
耕
用
や
木
材
の
運

搬
に
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
年

代
以
降
、
耕
運
機
の
普
及
等
で
木
曽
馬
を
飼
う

農
家
が
減
少
し
、
木
材
の
搬
出
も
林
業
機
械
に

代
わ
り
馬
搬（
ば
は
ん
）を
す
る
人
も
い
な
く
な

り
ま
し
た
。

木曽馬

木曽馬の放牧

へぎ板の製作の様子

網代細工


